
第４回世界健康首都会議の実施概要 

 

１ 日 時 平成２６年１１月１８日（火）・１９日（水） 

２ 場 所 Ｍウイング（中央公民館）、中央体育館 

３ 参加者 ２日間で延べ１，１００名（目標８００人 昨年実績６００人） 

４ 内 容 

 １１月１８日（火） 

 １２：００ 開場【ホール】【体育館】 

 

 １３：００～１３：３０【ホール】 

    開会式 

  挨拶 菅谷 昭 実行委員長（松本市長、松本地域健康産業推進協議会会長） 

     山沢清人 松本地域健康産業推進協議会 副会長（信州大学学長） 

     阿部守一 長野県知事（来賓） 

     富田健介 経済産業省 商務情報政策局長（来賓） 

 

 １３：３５～１４：３５【ホール】 

基調講演１「ソーシャル・キャピタルを活かした健康づくり」 

      Social capital for health promotion 

   ハーバード大学公衆衛生大学院 社会・行動科学学部教授 イチロー・カワチ 氏 

  

 １４：２０～１５：２０【４－４会議室】 

長野県臨床検査技師会出前講座①「生活習慣改善（検査データから）」 

     ＪＡ長野厚生連 安曇総合病院 臨床検査科 技師長 内田美寿子 氏 

  

１４：４５～１５：３５【ホール】 

基調講演２「ノルディックウォーキングはなぜ普及したか」 

   Nordic walking naturally; how to promote walking for health and pleasure 

フィンランドアウトドア協会 名誉総裁 トゥオモ・ヤントゥネン 氏 

 

 １５：４０～１６：３０【レクリエーション室】 

松本市健康づくり推進員連合会主催「おとなのためのラジオ体操講座」①  

全国ラジオ体操連盟 公認指導者 寺平美樹 氏 

 

 １６：００～１７：１０【ホール】 

    松本発「健康先進都市ゼミナール」  

    ①「医商連携まちづくり『うえきモデル』」（熊本市） 

      (株)くまもと健康支援研究所 代表取締役 松尾 洋 氏 



    ②「健康長寿社会への地域イノベーションモデルの発信 

      －健康ビッグデータ解析による認知症等疾患予兆発見プロジェクト戦略―」 

  弘前大学 COI 研究推進機構（医学研究科）教授・戦略統括 村下公一 氏 

    ③評価・検証結果の報告 

      (株)三菱総合研究所 人間・生活研究本部 研究員 杉山 恵 氏 

 

 １６：００～１７：００【４－４会議室】 

    第 88 回松本地域産学官交流ネットワーク 

    「IHI シバウラの医療健康産業事業と産学官連携活動への提言」 

      (株)IHI シバウラ 機械事業本部 副本部長 高木博司 氏 

 

 １７：２０～１８：００【ホール】 

    「介護ロボットで未来を変える」  

     マッスル(株) 代表取締役 玉井博文 氏 

 

 １８：３０～２０：００ 

    レセプション 【ホテルブエナビスタ（メディアーノ）】 

    挨拶 菅谷 昭 実行委員長（松本市長、松本地域健康産業推進協議会会長） 

       小宮山宏 松本地域健康産業推進協議会 顧問（(株)三菱総合研究所理事長） 

    祝辞 太田更三 松本市議会議長（来賓） 

    乾杯 井上 保 松本地域健康産業推進協議会 副会長（松本商工会議所会頭） 

    中締 鈴木清晃 (株)ローソン 社長補佐 

    ～トゥオモ・ヤントゥネン氏から菅谷市長にノルディックウォーキングポールの贈呈～ 

  参加者 約１００名（会費制） 

 

１１月１９日（水） 

  ９：３０    開場【ホール】【体育館】 

 

  ９：４０～１０：００【体育館】 

    マッスル(株)玉井社長による、松本工業高校「電子工学部」部員向け特別授業 

 

１０：００～１０：４０【ホール】 

   「『うたと音楽』ができること 

～地域の高齢者がいきいき暮らせる社会の実現を目指して～」  

 (株)第一興商 執行役員 エルダー事業開発部 部長 戸塚圭介 氏 

 

１０：００～１０：５０【料理実習室】 

    「マクロビオティックサロン」①  



     Café 楢 Oak 地産地消料理研究家 中村恭子 氏 

   内容：豆腐マヨネーズ作りと、ポテトサラダ、野菜スティックの試食 

   協力：食生活改善推進協議会      協賛：テスコム電機(株)  

 

 １１：００～１１：４０【ホール】 

   「磁性ビーズを用いたバイオ・メディカル製品の開発」 

    多摩川精機(株)バイオトロニックス研究所 所長 羽生尚広 氏 

 

１１：００～     【体育館】 

   「三がく都まつもと健康弁当」販売  松本大学人間健康学部、(株)王滝 

   定価１，３００円（税込） ３００食限定 

   ・ホールの休憩時（１１：４０～）学生によるプレゼン 

    ・松本市環境政策課によるゴミの分別回収 

 

 １１：１０～１２：００【レクリエーション室】 

松本市健康づくり推進員連合会主催「おとなのためのラジオ体操講座」② 

日本体操研究所 健康運動指導士 堀内 静 氏 

 

 １１：２０～１２：００【４－４会議室】 

 「看護師の業務環境改善で患者様に最適な医療を －松本市立病院での調査から－」 

   コクヨファニチャー(株) 医療 TCM 青柳由美子 氏 

 

 １２：４０～１３：２０【ホール】 

    「松本市の在宅医療と地域包括ケアシステム」 

     松本市医師会 副会長 杉山 敦 氏 

 

 １２：４５～１３：４５【４－４会議室】 

長野県臨床検査技師会出前講座②「子宮頸がん予防啓発－子宮頸がんは予防できる－」 

     信州大学医学部附属病院 臨床検査部 副技師長 小林幸弘 氏 

 

 １３：３０～１５：３０ 

    パネルディスカッション 

    「健康な地域をつくるために ～“絆”という「共通」価値を求めて～」 

    パネリスト 

    ハーバード大学公衆衛生大学院 教授 イチロー・カワチ 氏 

    経済産業省 ヘルスケア産業課長 森田弘一 氏 

  (株)タニタ 前社長・会長 谷田大輔 氏 

     (株)ミナケア 代表取締役 山本雄士 氏 



    (株)マディア 代表取締役 古川 綾 氏 

 総括コーディネーター 

  (株)三菱総合研究所 理事長 小宮山 宏 氏  

     

☆小宮山 氏のコメント 

 極論すれば、1 人では健康になれない。健康は、個人の問題ではなく、社会全体の 

問題として、市民も企業も行政も協働して取り組むことが重要である。 

 

 １５：４０～１５：５０【ホール】 

    閉会式 

    挨拶 住吉廣行 松本地域健康産業推進協議会 副会長（松本大学学長） 

       百瀬英司 副実行委員長 （松本市医師会長） 

 

５ 告知活動・報道 

（１）各種団体会議にて説明、チラシ・パンフレット配布 

  ・松本市町会連合会 常任理事会 

  ・松本市民生委員・児童委員協議会長会 

  ・松本市健康づくり推進員連合会 理事会 

  ・体力づくりサポーター説明会      

   その他、まちかど健康相談、地区福祉ひろばまつりなど。 

（２）メディアによる告知・報道 

  ・NHK 長野放送局（ラジオ）での告知 

  ・新聞広告、予告記事、取材記事（別添資料集） 

 

６ 事業協賛金（広告掲載） 

 松本地域健康産業推進協議会会員による事業協賛金（広告料） 

協賛金額 ６９万円（２３団体） 

 協賛団体名の掲出 

・予告チラシ（Ａ４版）         １０，０００部（新規） 

 ・詳細パンフレット（Ａ３版２つ折り）   ７，０００部（前年比１，０００部増） 

 ・市公式ホームページ等へのパンフレット（電子データ）の掲出 

 ・当日の案内用パンフレット（Ａ４版２つ折り）  １，０００部 

 ・当日の会場内における告知ボード 

 ・第４回世界健康首都会議 抄録集（当日配布資料）  ６００部 

 ・当日６階ホールにおける開会前のスクリーン表示       （新規） 

 

７ 会議録の作成 

   録音をもとに会議録を作成し、年度内に配布予定 



●  ブース出展内容一覧 

１ (株)安寿の里のりくら アイ・レーベル 世界初！サドル付き歩行器 

２ 
㈱菊池製作所 

※ロボット⇒介護・荷物用、※福祉機器・器具⇒パーム

サポータ他 

３ 
キッセイコムテック株式会社 

在宅医療を ICT により地域で支えるクラウドサービスの

ご紹介 

４ 
信州大学 産学官・社会連携機構 

信州大学のメディカル分野での産学官連携の取組み事例

展示 

５ 
株式会社 ＪＩＮＲＩＫＩ 

世界初！けん引式車いす補助装置『押す＋引くこともで

きる車いすへ』 

６ 
セイコーエプソン株式会社 

健康をテーマに機器並びにアプリケーションソフトを紹

介します。 

７ 
(株)セブン-イレブン・ジャパン 

カロリー・塩分が管理されたお弁当の配達サービスを中

心にご紹介 

８ 
株式会社第一興商 

「うたと音楽」ができること～ 健康・生きがいづくりの

実践へ 

９ 
株式会社デリカ 

電動アシスト四輪自転車「けんきゃくん」展示：試乗体

験：販売 

10 
(公社)長野県栄養士会中信支部 

日頃、どの位の野菜を食べているか、実感してみてくだ

さい 

11 
長野県臨床整形外科医会 

ロコモーティブシンドロームの説明と診断。基本的な体

操の展示 

12 
(株)ハッピーエイジング 協賛：松本大学 

健康寿命延伸・健康づくりのための食事管理ツール「体

験と紹介」 

13 
松本市健康づくり推進員連合会 

札幌市の健康づくりを地域で支える市民との交流の様子

を紹介 

14 松本市食生活改善推進協議会 松本市食生活改善推進協議会の活動紹介 

15 松本薬剤師会 パネル展示 パンフレットの配布 

16 まちかど健康相談 松本市健康づくり課 手軽に健康チェック！身体のこと、考えてみませんか？ 

17 
わたしの健康宣言コーナー 

日頃から気をつけていること 実践してみたいことを宣

言しましょう 

18 
森永乳業株式会社 

ラクトフェリンを用いた松本市での感染症予防の取り組

みを紹介。 

19 ユニ・チャーム株式会社 軽失禁対処と正しい商品の選び方 

20 株式会社ルネサンス 株式会社ルネサンスのヘルスケア事業のご案内 

21 
予防医学の(株)YKC 

健康に必須の自律神経測定と誰もができる斬新な運動用

品を展示 



８ 成果、課題、次回の対応 

（１）会議の全体設計 

ア 成果 

・市民に開かれたものであることを伝えるため、『“絆”という「共通」価値を求めて』とい

うテーマを設定した。ソーシャル・キャピタルと長寿の関係を示唆するイチロー・カワチ

教授の基調講演やパネルディスカッションにより、参加者にテーマを伝えることができた。 

 

（２）展示ブース、セミナー・催事 

ア 成果 

・壁のぼりロボットの実演や、体験型ブースの充実、体育館内へのホール講演中継、弁当販

売、休憩所設置により、体育館への人の流れをつくることができた。 

・関係団体の研修・イベントとのコラボレーション（松本市健康づくり推進員連合会「第 5

回健康づくり教室」、第 88 回松本地域産学官交流ネットワーク）や、実行委員団体提供の

コンテンツにより、効率的な参加と学びの機会を提供することができた。 

・「ブースとセミナーだけ」など、興味のあるコンテンツだけを選んで参加するという人の流

れを作ることができた。 

イ 課題 

・市内の参加者からは、駐車場の用意を望む声が聞かれる。 

ウ 来年度の対応（方向性） 

・引き続き、各種団体とのコラボレーションを行う。 

・駐車場については、運営上必要な部分は確保しつつ、「健康」に関わるイベントとして、 

徒歩や公共交通の利用を訴えていく。 

 

（３）告知活動 

ア 成果 

・今回新たに予告チラシ１０，０００部を 2 か月前から配布し、松本駅ひろばにも横断幕を

掲出した結果、目標人数８００人を超える、１，１００人の参加が得られた。 

・国内外トップクラスの登壇者の基調講演とパネルディスカッションを聞くため、県内外か

ら自治体や企業の参加者を呼び込むことができた。 

・高校や専門学校に告知することで、学生という新たな参加層を開拓することができた。 

イ 課題 

・会議当日、南棟の南側入口に立て看板を設置したが、北側から入る人には看板が目につか

ず、会場がここでよいか分からなかったという声が聞かれた。 

・受付は各階各会場で行い、統一の受付は設けなかったが、初日の開会時には、基調講演を

聞きに訪れた人から「1 階に“会場は６階”という表示がない」との苦情が多く聞かれた。 

・パネルディスカッションが大変充実した内容だったため、もっと多くの聴講者が欲しかっ

たという声が、参加者や登壇者からも聞かれた。 

・２日目の午後には、実質的に通訳が不要な状況となっていた。 



 ウ 来年度の対応（方向性） 

  ・会場入り口周辺の表示をさらに拡充し、案内係を配置するなどの対応をとる。 

  ・早期の出演者確定、情報配信会社の活用、全国組織との連携を目指す。 

 

（４）全体を通じて 

ア 平日開催ながら、親しみやすい内容の基調講演と、各種健康セミナー、体験型のブース

によって、業界関係者だけでなく多くの一般参加が得られ、健康産業を身近に感じてもら

うことができた他、健康づくりに社会全体で取り組むための空気が醸成された。 

イ 健康・医療・介護関連分野の業務あるいは地域活動に関わる方の参加をめざし、来年度

も平日開催としながら、全国メディアへの情報配信を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【実行委員からの意見（抜粋）】 

 

■６階ホールでの講演 

○ソーシャル・キャピタルが健康寿命延伸と深い関係があるというカワチ氏の講演は興味深い話

であった。松本市が実証できればと思う。 

○基調講演は、今年大変解りやすく参加者が満足しておりました。 

○基調講演、パネルディスカッション等非常に参考になった。 

○十分に準備された会場の中、楽しくまた興味深く拝聴できたと思います。 

○ノルディックウォーキングはもっと松本の地に普及させたい。トゥオモ・ヤントゥネン氏の講

演は聞いた人たちをその気にさせたと思う。 

○ノルディックウォーキングや、「うたと音楽」ができることなど、大変身近な話題を取り上げて

いただいた。これらのことが松本市の健康づくりに役立つよう、更に一歩踏み込んだ施策の実

施に期待しています。 

○基調講演は、～絆という「共通」価値を求めて～ のサブタイトルと結びつく内容で非常によ

かった。 

 

■３，４，５階での催事・セミナー 

○関係者の参加が多かったのか、参加された方は「とても有意義だった」と言っていました。 

○平日で一般の方の入場が少なかったのが残念でした。 

○事前に資料を送ってありましたが、行き違いがあり開始前に慌ててしまいました。 

 

■体育館でのブース展示 

○ロボットがとても興味を持たれましたが、他の展示も実際に体験できて好評でした。 

○各ブースでの展示、試乗は有効であった。 

○講演会を聞いた方が、もっと流れてくるような工夫が必要だと思います。 

○一般の方が少なかったように感じました。 

○最新情報が得られてよかったです。 

○体験コーナーが多く、面白かったです。 

○前回よりもスペース、配置等考えられていました。 

○お弁当の販売を中で行った事と食べられるスペースが出来た事により、去年より人が入ってこ

られたと思いました。 

○ロボヘルパーの展示は目新しく良いけれども、ロボットに介護されないよう元気でいつまでも

生きていたいと思う人は多いと思う。 

 

■事前告知、当日会場案内 

○今年は前々から告知があり、周知することができました。会員の参加者も大変増えました。 

○本年は、事前にリーフレット配布が出来、有効であった。 

○一般の方には、あまり知られていないような気がしました。 



○M ウイングの正面入口で人目を引くような物があればいいような気がします。 

○あまり周知されたようには思えませんでした。 

○北側から入ったので会場案内については分かりかねますが、４階に降りると案内が３か所に出

してくださってあり良かったと思います。 

○世界健康首都会議を開催している事を、伊勢町通りだけでものぼり旗を立てて、２日間だけで

も表示したら良い。 

○駐車場の確保も検討の必要があるのではないでしょうか。 

 

■その他運営方法全般について 

○松本市の地域づくりに「絆」という言葉がよく出てきます。今回の会議では絆と健康とは深い

関係があるということがテーマとして取り上げられ、時宜を得た首都会議であったと思います。 

○今後は如何に、講演内容が、健康産業に結び付き、松本市に有効な効果が得られるか 

 考えていただきたいと思います。 

○レセプションに参加された講師の方が、「いろいろな分野の方たちの出席により視野が広がって

非常によかった」と言っておりました。 

○体育館内でメインホールの状況がテレビ放送されており良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


